
大切にしたい、ふるさとの水 
山鹿市立平小城小学校 ５・６年全員  

１ 研究の目的 

平小城小では、「ＮＰＯひらおぎ」の方々のご指導で、環境にやさしい米作りに取り組んでいる。

「ＮＰＯひらおぎ」の方々は、「環境づくり協定」を作成し、地域全体に働きかけてふるさとの里

山ときれいな川を守る活動をされている。５・６年生は平成 16年度から毎年、「ＮＰＯひらおぎ」

の方々とともに校区の川の水質調査を続けてきており、ふるさとの川の環境を見つめてきた。ま

た、５年生での「水俣に学ぶ肥後っ子教室」では、川や海の汚染が人の健康や地球の環境をむし

ばむこと、わたしたちの流す家庭排水が主な汚染源であることを学んだ。自分達がふるさとの川

を不用意に汚染していることを見直し、ふるさとを愛する「ＮＰＯひらおぎ」の方々の心に学び、

平小城の川を守るために自分たちにもできることを考えたいと思い、研究に取り組んだ。 
２ 研究したいこと 

(1) 川の水質調査結果と「ＮＰＯひらおぎ」の取組から平小城の川の水環境について考察する。 
(2) きれいな水（おいしい水）の成分について調べる。 
(3) 水をきれいに保ったり、汚したりするものについて調べる。 
(4) 身近なものを使って、水をきれいにする材料を調べる。（実験①） 
(5) 浄化装置を作って、水の浄化力を調べる。（実験②） 
(6) よりよい浄化装置を作り、自分達がよく排水として流すものが、どれくらい川の水を汚染し

ているか、また、浄化装置により、どれくらい水質が浄化されるかを調べる。（実験③） 
３ 研究の方法･予想･結果 

(1) 校区内の６地点について平成 25年と平成 28 年の水質調査の結果を比較し、ふるさと平小城

の川の水環境の変化を「ＮＰＯひらおぎ」の取組と重ねて考察する。（山鹿市保健所･「ＮＰＯ

ひらおぎ」の方々と水生生物及び簡易水質検査を実施。） 

（予想）見た目はきれいだが、平山温泉は観光地なので川の水はあまりきれいではないかもしれない。 

(2) いろいろな水と市販の飲料水（きれいな水《おいしい水》）を水質検査試薬や、水質表示で調

べて、成分を比較する。 
（予想）市販の水だけ、おいしい

成分を含む。 
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(3) 水をきれいにするもの、汚すものを本やイ

ンターネット、聞き取りで調べる。 
(4) 身の回りで水を浄化できそうな材料を集め

図１のような装置を２つずつ作って、一方に

どろ水、もう一方に米のとぎ汁を 200mLずつ通して、浄化の様子や水質を調べる。(実験①) 

(5) 浄化装置の材料やつめる量･順序

を変えて、400mL のどろ水や米のと

ぎ汁をろ過して、浄化の様子や水質

を調べる。(浄化装置は右の表のＡ

～Ｅの５種類を使用)(実験②)  

(6) よりよい浄化装置（Ⅰ･Ⅱ）を作り、身の回りの排水などをろ過し、水質を調べる。(実験③) 

４ 考察 

(1) ４年前と昨年の調査結果を比べてみると、ふるさとの川は汚染が

大きく進んでいないようだ。また、井戸水やわき水の水質もよい。

これは 10年以上続いている「ＮＰＯひらおぎ」の減農薬米づくり、

温泉旅館の排水口に竹炭を取り付けてもらう活動、家庭の廃油回

収･再利用などの取組の成果だと言える。 
(2) 身の回りの材料を用いて、汚れた水の臭いや見た目をきれいにで

きることが分かった。材料の種類や粒の大きさ、重ねる順序によって効果が変わるので工夫が

必要だ。その中でも炭の力が感じられた。市販のろ過マットより小石や砂などのほうが浄化力

があった。地域の水環境は、自然の力できれいになっている。 
(3) カップめんの汁は浄化装置を通してもＣＯＤ値が下がらないものもあったが、ほとんどのも

のが浄化装置を通すとＣＯＤ値が下がった。つまり、私たちの努力で川の汚染を防ぐことがで

きる。また、カップめんの汁も数時間おくと上ずみ液ができ、ＣＯＤ値が下がっていた。沈ん

だものと分けて捨てれば、汚染を減らせる事も分かった。 
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